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機能性機能性

リンゴ加工品の機能性表示食品開発

庄司 俊彦
食品研究部門 食品健康機能研究領域
食品機能評価ユニット

成果の特徴
• 保存試験後の加工品や階級毎の生果中の機能性成分プロシアニジン量を測定すること

で、一日摂取目安量を決定し、機能性表示食品の届出を行うことができます。

成果の内容

成果の活用
機能性表示食品の開発によって、農産物や食品の高負荷価値化が期待されます。

図３．リンゴの機能性表示食品
「プライムアップル！（ふじ）」（消費者庁届出番号：C385）、「プライムアップ
ル！（王林）」（届出番号：D399）、「毎日アップル（ドライフルーツ）」（届出
番号：E155）、「毎日アップル（リンゴジュース）」（届出番号：E622）

図２．ドライフルーツの保存試験結果
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図１．リンゴの大きさ（階級）毎のプロシアニジン量

● 26玉

● 32玉

● 40玉

● 50玉

一日必要摂取量（110   mg）
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